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研究テーマ
１．社会性昆虫の生態と生物間相互作用の解明
２．シロアリの生態的多様性と種多様性
３．生物的防除における天敵の有効利用

昆虫は、我々の生活や自然環境に深く関わっています。昆虫学研究分野では、昆虫を介し
た人と自然環境の関わりを、「生物多様性維持」と「害虫防除」の二つの側面から研究し、
地球環境の保全をめざします。特に、昆虫の生態と種間・個体間相互作用、およびそれらの
害虫防除への応用、森林生態系における昆虫の多様性と機能、農業生態系における天敵昆虫
の役割について研究しています。

自然環境

アザミウマを捕食するヒメハナカメムシと
ヒメハナカメムシの卵

生物的防除における天敵の有効利用
天敵を利用して害虫を防除することは生物的防除と呼ばれ、環

境に優しい害虫防除法として注目されています。
タイリクヒメハナカメムシは、難防除害虫アザミウマの捕食性

天敵として生物農薬に登録されている昆虫です。どのようにした
らタイリクヒメハナカメムシは、たくさんのアザミウマを食べて
くれるでしょうか︖
また、害虫カメムシには、多くの卵寄生蜂が生物的防除に役

立っています。それらの生活史や寄主特異性を研究しています。

社会性昆虫の生態と生物間相互作用
アリやシロアリなどの社会性昆虫は、自らの社会を維持する

ための特別な知恵をたくさん持っています。彼らの社会は、
どのように制御されているのでしょうか︖

昆虫

人間活動

生物多様性維持

森林保全ー物質循環の解明
生物間相互作用の解明

害虫防除

天敵を利用した害虫防除
生態を利用したシロアリの防除
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定量的シロアリ多様性調査法ートランセクト法−を利用したボルネオ島ア
カシア林での人為的かく乱とその回復過程におけるシロアリの多様性
A: 調査地, B :調査風景, C:トランセクトデザイン, D: 結果

A

B C

カメムシ卵に寄生をする卵寄生蜂

ケヤキ樹皮下で越冬する卵寄生蜂

シロアリの生態的多様性と種多様性
シロアリは木を分解して土に返すという重要な働きを持ち、

森林での物質循環に欠かせない存在です。
特に、シロアリなしでは熱帯雨林の存続はあり得ません。
森林では、シロアリはどんな生活をし、どのくらいいて、

どのような役割を果たしているのでしょうか︖

ジャングルの中のコウグンシロアリの行列
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